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１ ライフプラン・シミュレーション作成手順（概略） 

 

このライフプラン表の作成手順は、大まかには次のとおりです。 

※ 詳しくは、次ページ以降をご覧ください。 

 

 

 

「シート１」 

まず始めに、基本事項（資

金計画の欄以外）をシート

１に入力します。 

 

 

「シート２」 

シート２に家計の収支等

を入力するとシート１に

必要情報が反映されます。 

 

 

「シート１」 

最後に、シート１の情報

を将来の生活の変化を考

えながら修正します。 

 

(1)  シート１の入力 

まず、「我が家の復興計画（一番表のシート 以下：シート１）」のシートから基本事項（資金計

画の欄以外）を入力します。入力できるところは「薄い黄色」の部分（セル）です。「灰色」のセル

は、直接入力はできませんが、「薄い黄色」のセルを入力することで数値が反映されたりします。ど

のような生活を望むか、家族と良く話し合って計画を立てることが、最も重要です。 

 

(2)  シート２の入力 

その後、「年間収入・支出集計表（以下：シート２）」により、現状の家計の収支等を入力します。

シート２への収支の入力は、シート１の初年収支欄（資金計画の収支欄の１行目）に反映されます。

収支の入力数値（２年目以降）は、後で、将来の変動を想定し変更しますので、現状分は概算でも

構いません。 

 

 (3)  シート１の修正 

上記の入力により、基本的なライフプラン表であるシート１「我が家の復興計画」ができ上がり

ます。シート１のいくつかの項目については、あらためて必要な情報を入力することにより、「灰色」

のセルの数値が計算され、２年目以降の数値も自動的に変化していきます。 

また、収支の欄の「薄い黄色」のセルは、初年（現状）の収支がそのまま続くと仮定して、２年

目以降も初年と同じ数字が、表示されます。 

 

 (4)  将来の生活の変化等の反映 

収入・支出は、年齢や家族構成の変化、就職・転職・退職などで変化します。この変化をシート

１の２年目以降の収支欄の「薄い黄色」のセルへの直接入力で修正します。特に、現役で給与収入

や事業収入を得ていた人が年金収入になる場合など、大きく変化する収支は、確実に変更をする必

要があります。 

また、「その他・一時的」収入、「その他・一時的」支出欄には、将来の各年に予定されている一

時的な収入・支出を入力します。 

ステップ１ ステップ２ ステップ３ 
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２ 各項目の入力の方法 

 

 

 

① 「○○家の復興計画」欄に、自分の苗字を入力しましょう。 

 

② その下の欄に、家族で話し合い、自分や家族の希望・目標を入力しま

しょう。 

 

③ その下の欄の「家族構成（平成○年１月１日現在）」に、操作した年

（暦年）を入力しましょう。 

 

④ 家族構成をプルダウンで選択しましょう。ただし、シート２の「収入

１」と「収入２」の収入が、それぞれシート１の家族構成を表示する欄

の左から１～２番目の方の収入として反映されます。これを勘案して家

族構成を選択してください。 

 

⑤ 家族構成をプルダウンで選択したら、その方の年齢を入力します。年

齢は、１月１日現在の満年齢で入力します。 

 

⑥ 「学び基金について」の欄は、受給資格に該当する場合、「はい」を

選択すれば収入欄の「学び基金」に反映します。受給資格は、「岩手県

で東日本大震災津波に被災し、親を失った児童・生徒及び学生（県外に

転居した者も含む）」です。 

 

⑦ 「大学に進学しますか？」の欄は、「はい」を選択すれば、幼稚園か

ら大学まで、それぞれの年に掛かる費用等が、支出欄の「教育関連」に

反映されます。「いいえ」を選択すれば、幼稚園から高校までの反映と

シート１「我が家の復興計画」 

① 

② 

③ ④ 
⑤ 

⑥ ⑦ 

ステップ１ 
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なります。（この選択により、「学び基金」も「大学」か「高校」卒業

までの分が反映されます） 

  なお、反映される「教育関連」支出は、幼稚園から高校までは「自宅・

国公立」で、授業料の他、塾等の習い事の費用を含みます。また、大学

は「自宅・国公立・文系」で、授業料と入学金のみです。 

 

⑧ 中段左端に、各年の「ライフイベント・具体的アクション」欄があり

ます。例えば、大学進学は１８歳、年金受給開始は６５歳など、各年の

家族の年齢（自動的に各年毎に年齢が反映）を見て、例にならって予想

されるイベント等を入力しましょう。 

 

⑨ 中段右側に、「貯蓄残高」欄があります。貯蓄残高（預貯金、貯蓄性

の保険、投信等有価証券など金融資産残高）の概算を万円単位で入力し

ます。 

 

⑩ 「ローン・既存」の欄です。ローンがある場合は、３カ所の入力が必

要です。まず「金利」欄には、今借りているローンの金利を入力します。

複数のローンをお持ちの方は、平均（加重平均）の金利を概算で入力し

ます。「返済回数」の欄には、今借りているローンの残りの返済月数（≒

返済年数×１２）を入力します。複数のローンをお持ちの場合は、平均

した返済月数あるいは最も借入額の大きいローンの返済月数を入力し

ます。「残高合計」欄には、今借りているローンの合計額を万円単位で

入力します。概算でかまいません。 

 

⑪ 次に、「ローン・新規」欄です。これからローンを検討している場合 

に入力が必要です。これは４カ所の入力項目があります。まず「金利」欄には、ローンの金利を入力します。途中で金利の変更が行われる場合（段階金利）は、平均の金利を入

力します。「返済回数」の欄には、予定返済年数×１２回の回数（＝返済月数）を入力します。「開始年」には、借り入れを予定している年（暦年）を入力します。「残高合計」

欄には、借入予定額を万円単位で入力します。これらの入力により、開始年から、年間の「ローン返済」額が反映されるほか、ローン「残高合計」欄に年末のローン残高が反映

されます。 

※ 支出欄の「ローン返済」額は、「ローン・既存」は初年１月に借り入れし、「ローン・新規」は開始年の１月に借り入れしたものとして、合算して反映されます。 

⑧ 

⑨ 

⑩ ⑪ 
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 このシートは、「固定資産税」の項目以外は、現状の数値を入力します。「固定資産税」の項目は、今後、取得予定の家屋・土地の購入価格を入力します。既存の固定資産税は含

みません。 

 

① まず、収入欄です。左上「収入１」の「収入金額」欄に、主に収入を得る方の年収を入力します。給与所得者で

あれば、源泉徴収票の「支払金額」欄の金額です。「所得税」の欄へは、源泉徴収票の「源泉徴収税額」と年間の

住民税納付額を入力します。「社会保険料」の欄へは、健康保険料、介護保険料、年金保険料などの金額を入力し

ます。給与所得者であれば、源泉徴収票の「社会保険料等の金額」を入力します。 

 

② 「収入２」の「収入金額」欄へは、「収入１」とは別の家族の年収等を入力します。その家族が複数いる場合で

収入を合算したい場合は、合計して入力しても構いません。「所得税」と「社会保険料」の欄は、「収入１」と同

じ考え方で入力します。 

 ※ 所得税、住民税、社会保険料が分からない場合は、手取収入を確定させ、収入金額からの差し引き分を「所得

税」「社会保険料」欄で調整します。 

 

③ 次に支出欄です。収入欄は、年間分を入力しましたが、支出欄は「毎月支出」と「年数回の支出」（例えば、お

歳暮・お中元、家族旅行、年払いの保険料など）に分けて入力します。これは、年間の総支出額を正しく導くため

のものです。 

  現状の「基本生活費」、「住宅関連費」、「マイカー関連費」「保険関連費」「その他」の項目を入力します。 

なお、ローンの支払いがある場合は、シート１「ローン・既存」に入力することで反映させていますので、ここ

の支出項目には含めないでください。また、これらの数値の入力も、概算で結構です。 

 

④ 「固定資産税」の欄です。これは、今後取得する予定の家屋・土地の購入予定価格を入力します。〔固定資産税

の税率は 1.4％、課税時期は翌年からとし、評価額は購入価格の 70％で固定しています。また、住宅用地に対する

特例措置（小規模住宅用地で 1/6 に減額）、新築住宅に対する減額（一般住宅で 3 年間 1/2）を減額しています。

東日本大震災により滅失・損壊した家屋の代替家屋取得にかかる固定資産税の減免も適用しています。詳しくは各

市町村税務課へお問い合わせください〕 

シート２「年間収入・支出集計表」 

① 
② 

③ 

④ 

ステップ２ 

③ 

③ 

③ 
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ステップ１・２の入力により、シート１の「我が家の復興計画」の原型ができ上がりました。これから２年目以降の修正を行います。修正は、次のような観点で行ってみましょう。 

 

① 収入は、例えば「パートや臨時職員から正社員になる」「転職する」「昇

給する」など収入が変わる場合は、新たな収入額に修正します。また、役

職定年を迎え「再雇用」となる場合、退職し「年金生活」になる場合等、

収入の減額が予測される場合も修正します。年金収入は、既に受給してい

る方は、年金証書、まだ現役の方は年金定期便を参考にしましょう。 

 

② 収入の「その他・一時的」の欄には、今後受給予定の支援金（例えば加

算支援金など）、ローン借入額（借入分が形式上収入になります）、退職

金、相続・贈与を受ける予定金額などを入力します。 

 

③ 支出の「基本生活費」は、現役を退くと一般的には減少します。また、

家族の増減（子供の独立など）による変動も修正します。「住宅関連」欄

は、新規に家屋や土地を購入した分の固定資産税相当分は自動的に計算し

ております。もし、賃貸の場合は、この欄に年間の家賃等を直接入力しま

す。（基本的に、持ち家は固定資産税のみ、賃貸の場合は年間の家賃を想

定しています）また、この欄には、住宅ローンの返済額は含みません。（「ロ

ーン返済」の欄に計上されます） 

 

④ 「マイカー」欄も必要に応じて、変更します。 

 

⑤ 「保険関連」欄は、見直しや、払込期限が到来した場合は、その分を修

正します。 

 

⑥ 支出の「その他・一時的」の欄には、家屋・土地の購入代金、持ち家の

大規模修繕予定額、車の購入費用、子供が自宅外の大学等に進学する場合

の生活資金としての仕送金額（つまり、入学金・授業料を含まない金額）

などを入力します。 

シート１「我が家の復興計画」２年目以降の修正 ステップ３ 

② ① ③ ④ ⑤ ⑥ 
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３ 現実に即した見直しや修正 

 

全体的な見直しや修正が必要となるのは次の場合です。 

 

(1)  「年間収支」欄の赤字と「貯蓄残高」欄の赤字の場合 

   「年間収支」が赤字と言うことは、１年で見た場合、収入より支出が多

いことを示します。この不足分は、貯蓄がある場合は、それを取り崩して

充てますが、毎年不足が続くようであれば、貯蓄がなくなる時期を把握し、

早めに収入を増やすか、生活費を見直し節約することが必要です。 

  

また、「年間収支」が赤字で貯蓄がない場合は、シート１の「貯蓄残高」

も赤字となり、一時的にローンを利用しなければなりません。その場合、

借入が可能か（＝返済が可能か）を考える必要があります。一時的な赤字

であればローンの利用は問題ありませんが、そうでない場合は、収入の増

加（具体的には、夫のみでなく妻も働く、賃金の高い仕事を選ぶ、身内か

ら援助を受ける、など）か、生活費の見直し（生活費の削減、節約）を考

える必要があります。これを踏まえ、シート１の収入と支出の修正を行い

ましょう。 

 

(2)  年金収入のみの生活になっても、ローン「残高合計」が残っている場合 

住宅ローン等のローンは、基本的には勤労収入を得ている間（サラリー

マンであれば退職前まで）に完済することが望ましいと考えられます。そ

れは、老後は公的年金が収入の大部分である人が多く、しかも、その公的

年金のみでは生活費が十分とは言え人が多いからです。 

 

そのため、不動産収入や勤労収入等、年金以外の収入が見込めない場合や、住宅ローンであれば、親子リレーローンを利用しローンの返済を子供に引き継ぐ場合、あるいは、

勤労収入を得ている別の家族が借入する以外は、借入額や返済期限の見直しが必要です。借入額を減らす具体例は、①購入する住宅価格の減額、②新築から中古住宅への変更、

③頭金を親族から贈与してもらう、④持ち家ではなく賃貸住宅への入居を検討する、など見直しが必要です。これらを踏まえ、再度、シート１の「住宅関連」の部分やシート２

の「家屋」「土地」の購入額の見直しを行なって下さい。 

(1) (2) 
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４ ファイナンシャル・プランナー（FP）との相談 

 

上手にシミュレーションができたでしょうか？ 

 

① １人ではこのライフプラン・シミュレーションが作れなかった方 

② 作ってはみたものの、そのシミュレーションをどう理解したらよいか分からなかった方 

③ 収入や支出の見直しの具体的なアドバイスを相談したい方など 

 

各地区の被災者相談支援センターなどで開催している、無料のＦＰ相談会で、ぜひご相談くださ

い。 

 

【マニュアル・シートのダウンロードについて】 

 

 このマニュアルとライフプラン・シミュレーションに使用す

るシートは、岩手県庁のホームページからダウンロードするこ

とができます。 

 

 

 

         我が家の復興計画  サイト内検索 

                          クリック 

                        


